
 

 

 



概要
  MEDTHERM 同軸表面熱電対プローブは、
高誘電強度の特殊なセラミックで0.013mm厚
に絶縁被覆された精細ワイヤーを、熱電対の
第一エレメントである金属管の中心に固定し
た構造を持ちます。
　エレメント間の絶縁抵抗は恒常的に1,500℃
以上( 瞬間温度で1,700℃ )で有効です。
プローブ先端検知部に真空蒸着された 1- 2μ
の厚みの金属被膜で熱電対接点が形成され
ています。この熱電対本体に、リード線接続部
と取付け部品が組み込まれます。

特長      用途
＊ 金属壁面の温度変化に対しマイクロ秒の応答 ＊ 風洞モデルの表面温度と熱流束の測定。
＊ 瞬間テストが可能。　 ＊ エンジンシリンダー・エアコンプレッサ・銃身・
＊ 最小径0.38mmからのプローブを供給できる。 ベアリング　・ダイカスト金型等の内壁面度測定。

＊ 熱電対の精密設置。 ＊ 構築物の爆破効果。

＊ 頑丈な再生可能な接点。 ＊ ﾚｰｻﾞｰターゲット面の温度測定。
＊ 高圧・高熱流束にたいする耐久性。

沿革
MEDTHERM Corp.は、1970年以来上記およびその他多くのアプリケーションに於て、μSecの応答
速度による金属壁面の温度測定に成功した、数千個に上る同軸熱電対を製造して来ました。
初めて同軸型熱電対が現れたのは、1941年ドイツで P.Hackemann により発表されました。その
後の発展と研究発表は、Midwest Research Institute(MRI, 1953)に於いて D.Bendersky と
C.E.Moeller(1954-1966,MRI) に受け継がれました。
同軸表面熱電対の商業生産は、Moeller のデザインに基づき、1966年までは Motech Co. と
Mo・Re Inc. により、その後の製造と開発は Heat Technology Laboratory により行われ、
1970年以降は MEDTHERM Corp. がこれを継承して、今日に至りました。

高速応答の金属壁面温度測定
MEDTHERM Co-Ax 表面熱電対プローブは、激しく変動する金属表面温度の測定を、μ秒の応答
時間で行う事が出来ます。例えば、内燃機関、銃身、ベアリング、ダイカスト金型、あるいは
熱移動研究用機器などにおける温度測定に。壁を貫通する同軸熱電対の取付技術は、ロケット
ノーズコーン、大砲の砲弾、風洞モデルなど、測定面の形状を損なわないようにする事が重要
である箇所の壁面温度計測に最適です。この方法で測定された壁面温度はしばしば、衝撃風洞
に設置された航空宇宙モデルのような、表面で吸収された熱流束のパルス算出に使われます。
この熱電対プローブはまた、伝導熱移動研究に於けるような、検知素子の位置が正確に知られ
ていなければならない、内壁温度測定にも利用できます。

MEDTHERM Co-Ax 表面熱電対は、プローブ先端部に於いて1-2μ以内の厚みで接点形成されて

ているので、接点位置の誤差が1-2μ以内に収まることになり、上述の用途に理想的なものと
なります。プローブは、接点が試験体と連続表面を形成するように、試験体に正確に穿孔さ
れた孔に装着します。また、正確な既知の位置の内部温度を測るためには、試験体の"Blind
Hole"に装着します。

高速応答の表面熱流束測定　
表面熱流束は、1950年代から多くの著者により報告された計算方式を使って、対時間の正確な
金属壁面温度の連続或いはTime Sampled測定から計算されます。高速応答性能が、極小の径を
持つプローブとあいまって、数mSのテスト時間で小型材料モデルの多くのポイントに於ける、
熱流束Rateの測定を可能にします。この方式は、超音速風洞研究プロジェクトに於いて、実質
的なコスト削減を果す事が出来ます。
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材質と取付構造
各同軸熱電対は、構造上および材料の特性上、用途に適したものを選ばなければならないので、
幅広い構造と種類が用意されています。別紙「MEDTHERM同軸表面熱電対独自専用モデルの
デザイン」に記された手順により、最適モデルを指定することが出来ます。
標準構成のモデルについては、次頁に記します。

表面温度と熱流束の用途
激しく変動する表面温度の最も精密な測定を実現するには、測定表面の温度に影響を与えない
温度センサーが必要です。その表面が加熱あるいは冷却の対流にさらされている場合、対流
熱移動レートを変化させず、表面の連続性を妨害しない熱電対プローブが必要になります。
これらの条件は、熱電対接点が測定壁面と平滑となるMEDTHERM同軸表面熱電対により解決され
ます。

上図のように設置されたプローブは、ベアリング表面のような摺動接点エリアの表面温度測定に
も応用出来ます。このような多くの擦り減り用途では、プローブ先端の熱接点微小絶縁ギャップ
での、Facing Surface技術の働きによる熱電対材料の新しい"Slivered"接点の連続的な自己再生
技術が利用されています。この"Slivered"接点技術は、頻繁に"Contoued"モデル取付上で接点を
確立するために使われます。試験体の中にプローブがあるので、必要に応じその接点を再生使用
します。この接点を完成するための完全な説明書を工場より提供できます。この通り設置された
この同軸表面熱電対の特長は下記の通りです：

時定数： 熱電対接点が非常に薄い事と塊が極めて小さい事が、蒸着接点の通常の
時定数１μSを可能にします。

精度： ISA Standard Limits of Error 材料が使われています。
表面突起： 表面突起が生じないように取付る事ができるので、表面上の対流の乱れが

起きない。



標準4モデル仕様
長年にわたり、広範囲な用途に高性能で応えて来ました、下記の4機種が標準モデルとなります。

取付ネジ プローブ径 プローブ長 ネジ長 合計長さ
A B C D E (　長さ ) F ( Hex )  ( C+D+E )

0.061" 0.062" 0.125" 0.25" 0.44"
(1.55mm) (1.575mm) (3.175mm) (6.35mm) (11.2mm)
0.031" 0.125" 0.50" 0.50" 1.12"
(0.79mm) (3.175mm) (12.7mm) (12.7mm) (28.5mm)
0.061" 0.250" 1.50" 0.75" 2.50"
(1.55mm) (6.35mm) (38.1mm) (19.05mm) (63.5mm)
0.031" 1.00" 0.50" 0.50" 2.0"
(0.79mm) (25.4mm) (12.7mm) (12.7mm) (50.8mm)

＊補償導線は、30AWG、長さ12インチ(30.5cm)で、ファイバーグラス編組で絶縁。その他の仕様も可能です。 

標準モデル寸法図：

注文方法
熱電材料の指定は、Model No.の最後にISAの材料指定コード -"M"を加えます。例えば、内部
エレメントがコンスタンタン、外側が鉄の TCS-103モデルは、Model TCS-103-Jとなります。
尚、このモデルはダイカスト金型に多用されています。また熱電対径0.061"dia.のモデルには 
-"S"はありません。

特注同軸表面熱電対プローブ
同軸表面プローブは、日常的に、多様な特注製作がなされています。ここに紹介してきた形状に
加え、測定物の外側表面から装着できる多くのプローブがあります。又プローブの先端検知部は、
ほとんどの金属表面の形状に適合できるように形成する事ができ、さらに特殊な取付構造、プロ
ーブサイズ、高温MgO絶縁シースのリード線が利用可能です。石英圧力トランスデューサおよび
スパークプラグ用の既存の取付穴に適合できる熱電対も可能です。バックサイド熱電対付きの
モデルを、定常熱流束測定用に供給できます。熱電特性の適切な校正付きで、特殊な材料を使用
する事ができます。 多くの顧客が、MEDTHERMに対して、自社の機器にプローブを当社工場プラ
ントで、装着させています。熱結合が良好で、熱電対接点の、周辺からの電気絶縁（非接地接点）
が可能な３同軸熱電対の供給も可能です。見積あるいはその他の情報につき、お問合わせ下さい。

#2-56UNC 1/4 Hex

Model No.
補償導線接続部

TCS-101

TCS-104 #4-48UNC 1/4 HeX

TCS-102 #3-56UNF 3/16 Hex

TCS-103 1/4-28UNF 3/8 Hex




